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赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ

が
生
産
現
場
で
活
用
さ
れ
、
飼
養
管
理
に

活
か
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
感
覚
的
に
得
て
い
た
生
体
や
物

体
の
表
面
温
度
を
、
視
覚
や
数
値
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
暑
熱

や
寒
冷
対
策
な
ど
取
組
の
効
果
を
視
覚

的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、

体
表
面
温
度
の
正
常
値
を
認
識
す
る
こ

と
で
、
牛
の
発
熱
や
炎
症
部
位
の
早
期
発

見
に
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

１ 

生
産
現
場
で
の
活
用 

農
場
に
お
い
て
飼
養
さ
れ
て
い
る
乳

牛
お
よ
び
牛
舎
を
、
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
み
ま
し
た
。 

① 

牛
体
で
の
活
用
（
図
１
） 

体
表
面
温
度
は
、
血
流
の
多
い
頸
部
や

乳
房
付
近
、
ル
ー
メ
ン
が
位
置
す
る
肋
部

付
近
で
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
暑
熱

時
に
お
い
て
、
頸
部
を
中
心
と
し
た
牛
体

に
、
直
接
、
風
を
当
て
る
こ
と
の
必
要
性

が
分
か
り
ま
す
。 

一
方
、
跛
行
を
呈
す
る
肢
蹄
は
、
炎
症

に
よ
る
発
熱
で
体
表
面
温
度
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
跛
行
ス

コ
ア
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
蹄
病
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。 

② 

牛
舎
で
の
活
用
（
図
２
） 

厳
冬
期
に
、
飼
槽
上
で
残
飼
量
に
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
る
乾
乳
牛
舎
に
お
い
て
Ｔ
Ｍ

Ｒ
お
よ
び
飼
槽
温
度
を
確
認
し
ま
し
た
。

残
飼
量
が
多
い
エ
リ
ア
は
日
陰
で
、
給
与

さ
れ
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
は
日
当
た
り
の
い
い
エ

リ
ア
の
も
の
に
比
べ
て
冷
た
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
極
端
な
寒
冷
環
境
下
で
は
、

冷
た
い
Ｔ
Ｍ
Ｒ
が
ル
ー
メ
ン
発
酵
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
消
化
率
の
低
下
か
ら
乾
物

摂
取
量
が
減
少
し
ま
す
。
ま
た
、
冷
た
い

飼
料
は
体
熱
を
奪
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求

量
を
増
加
さ
せ
ま
す
。
こ
の
農
場
で
は
パ

ド
ッ
ク
内
で
低
水
分
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー

ジ
を
給
与
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
か
ら
の
不
足
す
る

乾
物
量
を
補
っ
て
い
ま
し
た
。
気
温
が
高

く
な
っ
た
時
期
に
同
様
の
調
査
を
す
る

と
、
飼
槽
で
万
遍
な
く
採
食
し
、
ル
ー
メ

ン
膨
満
度
は
若
干
上
が
り
ま
し
た
。 

と
く
に
高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の
場
合
、

調
製
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
が
凍
結
し
、
採
食
量
を

落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
厳
冬
期
は
、

で
き
る
だ
け
凍
結
し
や
す
い
高
水
分
サ

イ
レ
ー
ジ
の
給
与
を
避
け
る
こ
と
が
必

要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
は
、
こ
の

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
で
き

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
活
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

                               

                

 

乾乳牛舎における飼槽状態（上の写真が厳寒期（１月）、下の写真が通常

期（３月））厳寒期は日光が入る側のＴＭＲを好んで食べている。 

牛群のルーメン膨満度（ルーメンフ

ィル）は、暖かくなった３月に若干

上がり、このことは乾物摂取量が増

えていることを意味している。 

生
産
現
場
に
お
け
る
赤
外
線
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
の
活
用 

～
ビ
タ
ミ
ン
製
剤
剤
を
中
心
と
し
て
～ 

体表面温度は、血流の多い頸部や乳房付近、ルーメン

（発酵タンク）が位置する肋部付近で高いことが分か

ります。（写真の白および赤い部位で温度が高い） 

跛行を呈する肢蹄（左後肢）は炎症が起きているため発

熱し、表面温度が高くなっているのが分かる。 

図１ 牛体での活用事例 図２ 牛舎での活用事例（飼養管理へフィードバック） 


